
くらし

の情報

お
知
ら
せ

県
民
大
学
講
座

「
古
文
書
講
座
」

■
入
門
講
座

・
と
き
（
毎
週
火
曜
日
）

1
月
2
4・
3
1日

2
月
7
・
1
4
・
2
1
・
2
8
日

3
月
7
日

午
後
1
時
3
0分
～
4
時
3
0分

■
中
級
講
座

・
と
き
（
毎
週
金
曜
日
）

1
月
2
0・
2
7日

2
月
3
・
1
0・
1
7・
2
4日

3
月
3
日

午
後
1
時
3
0分
～
4
時
3
0分

■
と
こ
ろ
　
山
口
県
生
涯
教
育
セ

ン
タ
ー
（
県
教
育
会
館
内
）

■
受
講
料
　
無
料
（
資
料
代
2
千

円
必
要
）

■
資
格
　
一
般
成
人
（
入
門
講
座

は
初
心
者
に
限
る
）

■
人
員
　
各
5
0名

■
方
法
　
往
復
は
が
き
に
よ
る

■
期
限
　
1
2
月
1
6
日
金

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
7
5
3
　
山
口
市
大
手
町
2
-
1
8

山
口
県
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

0
8
3
9
⑩
3
3
2
5

国
民
金
融
公
庫

年
　
末
　
資
　
金

■
融
資
額
　
4
千
万
円
以
内

（
特
別
の
設
備
の
場
合
は
、
6

千
万
円
以
内
）

■
融
資
利
率

年
4
.
9
％
（
6
年
1
0
／
1
現
在
）

■
融
資
期
間

希
望
に
応
じ
、
長
期
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
下
関
支
店

0
8
3
2
⑩
6
2
2
5

催
　
し

第
8
回

「
絵
　
画
　
展
」

■
と
き

1
2
月
2
日
金
～
4
日
日

午
前
1
0時
～
午
後
6
時

■
と
こ
ろ

ウ
ェ
ー
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
ホ
ー
ル

■
主
催

生
涯
学
習
絵
画
ク
ラ
ブ

親
子
で
も
ち
つ
き

■
と
き

1
2
月
1
0
日
土
～
1
1
日
日

■
と
こ
ろ

秋
吉
台
少
年
自
然
の
家

■
対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
親
子

■
人
員3

0家
族
1
0
0人

■
参
加
料

1
人
　
2
,
5
0
0
円

■
方
法
　

は
が
き
に
よ
り
申
込
む

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
7
5
4
　
0
3
　美
東
町
赤

秋
吉
台
少
年
自
然
の
家

0
8
3
9
6
2
0
5
8
1

0
8
3
9
6
②
0
5
8
2

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
付
）

宮
崎
　
茂

「
青
海
島
写
真
展
」

■
と
き

1
1
月
1
9
日
土
～
2
4
日
木

午
前
1
0時
～
午
後
7
時

■
と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
ホ
ー
ル

' 95年賀はがきデザイン決まる

1
0
月
1
3
日
、
9
5
年
賀
は
が

き
デ
ザ
イ
ン
の
選
考
委
員
会

が
開
か
れ
、
2
7点
の
応
募
作

品
の
う
ち
、

優
秀
賞
に

＊
青
海
島
の
部

川
上
　
美
和
さ
ん

＊
湯
本
温
泉
の
部

青
木
　
幸
枝
さ
ん

＊
俵
山
温
泉
の
部

斎
藤
亜
希
子
さ
ん

の
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
9
5
年
賀
は
が
き
に
印
刷

さ
れ
、
市
内
各
は
が
き
販
売

所
に
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

俵山温泉の部　湯本温泉の部　　青海島の部

許しません 白い粉( 麻薬など)

通しません 黒い武器( けん銃)

｢白い粉、黒い武器｣は、平和な
家庭を破壊します。これらを撲
滅するために、ご協力をお願い

します。

※ 問い合わせ
門司税関密輸110 番

( フ リーダイヤル)

0120-

046157

11月20 日(日)

市
立
図
書
館

臨
時
休
館
し
ま
す

※
当
日
は
、
第
1
4回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
諸
行
事
の
た
め
、
市
立
図
書

館
は
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

村
田
優
人
く
ん

（
1
歳
9
か
月
）

（
通
　
1
　
区
）

好
奇
心
お
う
せ
い
で
、
毎
日

ひ
や
ひ
や
の
連
続
で
す
。

ほ
ん
の
少
し
で
い
い
か
ら
、

お
と
な
し
く
な
っ
て
く
れ
る
と

い
い
ん
で
す
け
ど
！（

母
　
礼
さ
ん
）

二つ
の
草

ち
ひ
さ
い
種
は
仲
よ
し
で
、

い
つ
も
約
束
し
て
ま
し
た
。

「
ふ
た
り
は
き
つ
と
一
し
よ
だ
よ
、

ひ
ろ
い
世
界
へ
出
る
と
き
は
。
」

け
れ
ど
ひ
と
り
は
の
ぞ
い
て
も
、

ほ
か
の
ひ
と
り
は
影
も
な
く
。

あ
と
の
ひ
と
り
が
出
た
と
き
は
、

さ
き
の
ひ
と
り
は
伸
び
す
ぎ
た
。

せ
い
た
か
の
つ
ほ
の
つ
ば
め
ぐ
さ
、

秋
の
風
ふ
き
や
さ
や
さ
や
と
、

右
に
左
に
、
ふ
り
む
い
て
、

も
と
の
友
だ
ち
さ
が
し
て
る
。

ち
ひ
さ
く
咲
い
た
足
も
と
の
、

お
み
こ
し
草
を
知
り
も
せ
ず
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」
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